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道内　地域リハ推進会議　補助金の動向



N=8圏域N=９圏域

平成20年度実績　決算比較

平均 最大値 最小値 平均 最大値 最小値

補助金 \814,889 \824,000 \742,000 \0 \0 \0

会費 \0 \0 \0 \201,875 \400,000 \0

研修会 \0 \0 \0 \19,486 \101,000 \0

その他 \149 \532 \0 \60,257 \417,250 \0

合計 \815,043 \824,337 \742,532 \281,682 \652,250 \0

研修会 \415,849 \745,290 \143,097 \48,233 \178,723 \0

講師派遣 \116,925 \306,920 \0 \6,031 \30,000 \0

総会・理事会 \186,250 \384,839 \12,120 \7,667 \26,380 \0

その他 \131,361 \280,395 \0 \152,864 \473,527 \0

合計 \815,095 \824,329 \742,532 \212,125 \652,250 \0
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各種事業実施回数

N=９圏域 N=8圏域

平均 最大値 最小値 平均 最大値 最小値

研修会 2.8 5 2 2.8 6 1

地域懇談会 3.3 24 0 1.0 4 0

各種委員会 8.9 22 0 11.4 21 6

補助継続圏域 補助終了圏域



講師バンク事業1(登録状況)
N=９圏域 N=8圏域

平均 最大値 最小値 平均 最大値 最小値

医師 0 0 0 1.25 5 0

歯科医師 0 0 0 0.25 1 0

PT 6.11 12 0 6.50 13 1

OT 4.44 7 0 5.25 9 1

ST 1.67 3 0 2.88 5 0

看護師 0 0 0 0.38 2 0

薬剤師 0 0 0 0 0 0

歯科衛生士 0 0 0 0.13 1 0

栄養士 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0.13 1 0
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講師バンク事業2(派遣状況)
N=９圏域 N=8圏域

平均 最大値 最小値 平均 最大値 最小値

医師 0.11 1 0 0 0 0

歯科医師 0.33 2 0 0 0 0

PT 0.89 5 0 0.75 2 0

OT 0.11 1 0 0.25 1 0

ST 0.33 1 0 0.38 1 0

看護師 0.33 3 0 0 0 0

薬剤師 0 0 0 0 0 0

歯科衛生士 0 0 0 0.13 1 0

栄養士 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

補助継続圏域 補助終了圏域
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研修会テーマ(19-20年度比較)
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平成20年度に実施された研修会タイトル一覧1
回答=1６圏域(18圏域中)

圏域 テーマ
保健・医療・福祉のまちづくり－医療と介護のネットワークをめざして

高齢者の虐待防止と権利擁護

道南のリハビリテーション医療の現状と課題

「オホーツクの医療と介護ネットワーク作り本音ミーティング」

「第1回　病院から在宅の流れを考えるリレー式PR大会」

「脳卒中地域連携パスは地域包括ケアに貢献できるか」

「平成20年度北見地域タウンミーティング『医療と介護をよくするまちづくり的活動』」

上川中部 維持期のためのリハビリテーション～ケアマネージャーがリハビリテーションをつなぐ～

高齢者向け運動機能訓練について

嚥下について～基礎と評価～

福祉用具の選び方～車椅子の正しい利用法～

口腔ケアについて

事例検討会～1症例を通してリハにおける連携を考える

高齢者の運動機能における評価法

糖尿病患者におけるリハビリテーション

「あなたの口腔ケア大丈夫！？」～高齢者の口腔ケア実習～

心臓リハビリテーションの新しい潮流～治療・予防・撲滅～

研究発表会

釧路 在宅でのリスク管理について～見逃してはいけないサイン～
①脳卒中地域医療連携の理想と現実 ②南空知地域における地域ﾘﾊﾋ ﾘﾃｰｼｮﾝの理想と現
実明日から実践できる食支援①摂食・嚥下障害における食事療法②おいしく食べるための口
腔ｹｱ
①摂食嚥下障害とその対応、②道内及び後志地区の高齢化率と摂食嚥下障害について、
③全身管理と経口摂取の重要性～摂食嚥下リハとの関連性から～、④摂食嚥下障害と
チームアプローチ～他職種連携の観点から～、

地域で広げよう支援の輪ー発達障害のある子供への支援をつなぐ
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平成20年度に実施された研修会タイトル一覧2
回答=17圏域(18圏域中)

圏域 テーマ
シーティングについて

リハビリテーション医からの提言

生活の中でできるリハビリテーション

伝達研修会

高齢者の摂食嚥下障害と口腔ケア

認知症の正しい理解と対応

皆で考えよう・富良野地域リハビリテーション

地域ケアを実現させるために

「地域リハビリテーションは町づくり」～どうすれば住みやすい？自分たちの町～

「地域リハビリテーションは町づくり」～みんなで作る介護予防～

H２０年度の活動報告と来年度の目標について

ＰＥＧ：手技・管理・栄養投与法の実際

安心して暮らせるまちづくり

口へのかかわりはリハビリテーションの原点

在宅訪問における利用者の依存について

地域サービス事業者情報交換会

ＳＩＧによるワークショップ

石狩地域リハビリテーション戦略者育成セミナー
安心して暮らせるまちづくり

中空知の保健・医療・介護を良くするまちづくりの話
十勝 住み慣れた地域で暮らすために～急性期・回復期・維持期の連携～
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21年度活動方針と補助金有無　1
　南渡島 終了

北網 終了

上川中部 終了

十勝 終了

西胆振 終了

東胆振 終了

釧路 終了

南空知 終了

宗谷 終了

高齢者や障がいのある方が、急性期や回復期のリハビリテーションを終え、維持期を在宅や福祉
施設間で、寝たきり又は、要介護状態にならないで生活できるよう、市町村・医療機関・福祉施設間
で、生活動作の仕方や福祉用具の活用方法等の指導が一貫して受けられるような連絡が図られ、
身近な地域で適切な相談・支援が受けられる体制を整備普及するために、社会資源の有効活用に
ついての啓発活動、ケースカンファレンスの実施等より実態に則した事業を行う。

会員会費より２年目の運営、少ない予算の中で、更に充実した活動を目指す

管内町で研修会・地域懇談会の開催。リハビリテーション手帳モデル事業の実施及びその検証。

主に各地区の研修会を施行していく中で、各職種連絡会、団体との連携、地域のネットワーク作りを
さらに深めていく

昨年度に引き続き、オホーツク脳卒中研究会、北見・網走・美幌の各地域タウンミーティングと協働
して、地域医療・介護ネットワーク作りを推進し、地域の課題解決につなげる。

地域連携については、昨年同様検討課題となっています。また、十勝地域連携パスﾈｯﾄ協議会との
協力を図り、十勝での連携パス普及に向け、啓蒙活動を中心に行う。ワーキンググループを設け、
①地域連携のあり方を考える②研修会③講師バンク④介護技術のグループで活動を行います。

・広域支援センターの啓蒙活動
・広域支援センターの今後の活動方針を決定する

保健、医療、福祉、介護に関わる人々が連携し、生活の場においてリハビリテーションを必要とする
住民に対し適切なサービスが提供されるよう、その支援体制を整備することを目的とする。

保険、医療、福祉、介護が連携し、生活等の場において、必要とする住民に対し適切なリハビリテー
ションサービスが提供されるよう、その支援体制の整備促進を目的として、次の事業を行う。
1.総会・運営委員会等開催
2.ネットワーク構築事業
3.実態把握・課題分析事業
4.講師派遣事業
5.研修会等開催事業



21年度活動方針と補助金有無　2
上川北部 終了

富良野 終了

北渡島檜山 終了

北空知 継続

中空知 継続

根室 継続

石狩 継続

・石狩管内の医療・保健・福祉の地域完結型をめざす
・各地域の問題点の継続的な洗い出しを行う
・講師バンクの充実

　北空知二次保健医療福祉圏における地域リハビリテーションを推進するため、医療・保健・福祉・
介護等の連携促進を図る意見交換会や研修会等の事業を実施し、関係者のネツトワークづくりを
進める。
　また、本年度を持って補助金が終了となるが、先進地域の取り組みを参考にした今後の活動方法
について論議を深める。

根室圏第二次保健医療福祉圏の地域リハビリテーションにかかわる人々の資質及び技術向上を図
ることを目的とし、次の事業を行う。
1　リハビリテーションに関する研修
２　リハビリテーション講師バンクの講師派遣
３　リハビリテーションに関する住民相談機関に対する支援
４　その他、本会の事業目的の達成に必要な事項

北渡島檜山第二次医療福祉圏の地域リハビリテ-ションに関わる人々の資質及び技術向上を図る
ことを目的とし、次の事業を行う
（１）リハビリテーションに関する研修
（２）リハビリテーション講師バンクの設置、講師の派遣
（３）リハビリテーションに関する住民相談機関に対する支援
（４）その他、本会の事業目的の達成に必要な事項

安心して暮らせる街づくりを構築していけるよう、地域リハビリの知識、技術を高めることと、地域連
携を深めることを大きな柱とする．

補助金終了後、本年度からは協力団体からの会費にて富良野地域連携構築に向け活動を継続し
ていく。本年度は①他職種による事例検討の開催②富良野地域の問題解決に向けた部会の設立
を大きな柱として活動を行なっていく予定。

　中空知圏域の地域リハビリの課題や二-ズに応じ、多領域・多職種の中までの支援体制を構築す
るとともに、圏域のリハビリに関する情報の共有化を行なう。
　また急性期・回復期・維持期リハビリを担当する病院・事業所間の連携を強化するするとともに、
関係者に対する研修をとおし、資質の向上を図る。


	広域支援センター活動状況
	道内　地域リハ推進会議　補助金の動向
	平成20年度実績　決算比較
	各種事業実施回数 
	講師バンク事業1(登録状況)
	講師バンク事業2(派遣状況)
	平成20年度に実施された研修会タイトル一覧1
	21年度活動方針と補助金有無　1

